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は　じ　め　に

　植物の肥大組織の形成機構に関して種々の観点から検

討されているが1・2・3・415），筆者らは植物肥大組織ににお

ける病原体と感受体の関係を電子顕微鏡で観察し，肥大

組織形成機構解明の資料にしたいと考えている．てんぐ

巣病のような器官痩組織を形成する場合も，感受体組

織の細胞が異常分裂を起こすこと，感受体組織と病原体

が共に生きていることなどの点では肥大組織6）の場合と

類似している．ん｛α4Zo功oブ｛舳滅θI．Miyakeによる

マダケのてんぐ巣病菌の分生胞子や子嚢胞子の発芽，病

原菌の分離や接種，病原菌の形態や病徴については篠

原718・9）による研究がある．ここではマダケのてんぐ巣

病葉と病葉基部の観察結果について述べる．

　　　　　　　材　料　と　方　法

　マタテてんく巣病枝先端の小葉と小葉基部（採集地一

松江，1970年5月20日）をグルタールアルデヒドとオス

ミウム酸で二重固定し，エタノール系列で脱水し，プロ

ピレンオキサイドを通してエポンに包埋した．JUM－

5Bミクロトームで超薄切片を作製し，酢酸ウラニルで

電子染色し，カーボン蒸着してHS－6型電子顕微鏡で

観察した．

　　　　　　　　観　察　結　果

　菌体：分生胞子は病葉基部の子座に着生する．子座は

菌糸が相互に密着した擬柔組織であり（図1～3），菌

糸が密着した部分には高電子密度の物質が存在してい

る．この物質は菌糸間に間隙がある場合には菌糸の細胞

壁に附着しているようである（図2・3）．菌糸の細胞

壁は非常に薄く01μ位の場合もあり，子座を形成し

ている菌糸の細胞には，細胞質が充満したものや液胞が

発達しているものがあり，また液胞に高電子密度の物質
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が充てんしている場合があった．子座の菌糸の細胞には

脂質球の他細胞膜，小胞体，ミトコンドリァ，核，仁な

どは明瞭であった．

　菌体の存在場所：子座や分生胞子は病葉基部の葉鞘に

形成され，露串しているので，これらの菌体は，感受体

組織の外に存在することになる　子座が接している葉鞘

組織内には菌糸が存在し，細胞間隙や申層のみに観察さ

れる．子座に接する感受体組織においても，吸器や菌糸

が感受体細胞に陥入している像は観察できなかった．図

4－7は病葉組織の菌糸が認められる部分であるが，こ

のように菌糸は感受体組織の細胞間隙や申層にのみ観察

され，感受体細胞内部には観察できなかった

　感受体細胞：病葉細胞の細胞質にはミトコンドリア，

小胞体，ゴルジ体，核などが認められ，これらの構造は

病葉細胞であっても崩壊していない．病葉は同一組織の

細胞であっても，ラメラ系の発達した葉緑体を含む細

胞，ラメラ系の発達した葉緑体を含む細胞，プロプラス

チッドに近い形の葉緑体を含む細胞，また核を2個持つ

細胞などがある．病葉細胞は原形質分離を起こしていな

い．またサザンカのもち病組織6）に見られるように肥大

細胞は存在せず，．感受体細胞には巨大な液胞は観察でき

なかった．

考　　　　　察

　マダケのてんぐ巣病葉組織の観察結果と被害枝組織が

数年間枯死しないことから，菌体はマダケの組織内にま

んえんしても，感受体細胞の内部には侵入しないようで

ある．サクラてんぐ巣病の病葉組織10）には病原体がまん

えんしているにかかわらず，感受体細胞内には病原体は

観察できなかった．マダケのてんぐ巣病においても，菌

体はマダケの組織内には認められるが，マダケの細胞内

には，菌体が観察できないことから，感受体の細胞は菌

体の刺激物質に反応して病徴を発現すると考える．
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　　　　図の説明

　図1　ん｛o〃10功0r｛舳脇θ菌の子座．菌糸が密着し

　　て擬柔組織を形成している．菌糸周辺にはオスミウ

　　ム酸に濃染する物質が存在する．菌糸細胞の液胞に

　　高電子密度の物質が充填する場合がある．　x7000

図2・3　子座の菌糸の細胞には液胞が発達したもの

　　と，液胞が発達していないものがある．菌糸細胞に

　　はミトコンドリア，小胞体などが観察できる．菌糸

　　のミトコンドリアは感受体ミトコンドリア（図4，

　　M）より小形である．　　　　　　　　　×14，000

図4　病原体の菌糸（H）は感受体の申層に認められ

　　る．病葉細胞の核，ミトコンドリア，小胞体，ゴル

　　ジ体などの細胞内器官はこわれておらず，また原形

　　質分離は認められなかった．　　　　　×14，000

図5・6・7　てんぐ巣病葉組織の細胞間隙内の菌糸．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×14，000

　　　　　　　　摘　　　　　要

　ん｛o〃1o∫クor｛舳滅θ菌によるマダケ（P伽ZZ0吻0伽∫

ろ〃泌〃50肋5）のてんぐ巣病組織の超薄切片を電子顕微

鏡で観察した．分生胞子形成時の菌糸塊（子座）の菌糸

は相互に密着し，この部分の菌糸周辺には高電子密度の

物質が存在する場合が多い　菌糸の細胞膜，小胞体，ミ

トコンドリア，核，仁などは明瞭であり，菌糸細胞には

細胞質が充満したものや液胞が発達したものがあり，細

胞質には脂質球が認められることもある．また例外的に

好オスミウム物質が菌糸の液胞に充てんしている場合が

ある．葉組織における菌糸は，組織の細胞間隙や申層に

認められるが感受体細胞壁や感受体細胞内に存在する電

顕像を得ることはできなかった．以上の観察結果と罹病

組織が何年も生きている点とを考慮すると，A．肋加菌

はマダケの組織申に存在し，感受体組織内にまんえんし

ても感受体細胞には侵入しないと考えられる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S皿mm鉗y

　In1eaf　t1ssue　of　P伽11o並αo伽∫ろα刎ろ5αゐ5mfected　w1th　Aαω1o功or吻刎切尾θ，pathogens

were　recogn1zed－1n　mter＿ce11u1ar　spaces　and　on　the　surfaces　of　the　suscept1eaf　sheath

Ce11wa11and－ce11membrane　of　the　suscept　ce11s　were　not1nyagmated．by　the1mas1on

of　the　pathogen　and－haustor1a1structure　of　the　pathogen　was　not　observed．1n　the

suscept　ce11s　Ce11membrane，end－op1asm1c　ret1cu1a，m1tochond－r1a，nuc1eus　and－nuc1e＿

o1us　were　obseryed．c1ear1y　m　the　ceus　of　the　pathogens　The　s1ze　of　m1tochond－r1a　of

the　funga1hyphae　were　sma11er　than　those　of　the　suscept　and－somet1mes　e1ectron＿dense

substance　was　found　in　vacuo1es　of　funga1hyphae．
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